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四国中央市の少年非行の概況

凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他

令和７年中 1 8 10 1 3 7

令和６年中 1 5 3 0 1 2
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少年刑法犯罪種別状況

小学生 中学生 高校生
その他の

学生
有職少年 無職少年

令和７年中 5 14 4 0 4 3

令和６年中 1 8 0 0 2 1
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少年刑法犯学職別状況

飲酒 喫煙 深夜はいかい 粗暴行為

令和７年中 9 75 30 19

令和６年中 13 44 41 3
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不良行為少年行為別補導状況
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非行少年等の推移

罪種別では、窃盗犯が

１０人で３３％、粗暴犯が

８人で２７％を占めている。

小学生、中学生、高校生が

大幅に増加した。

不良行為少年の人員は

１４２人であり、増加した。

喫煙・深夜はいかいを合

わせると、１０５人となっ

ており、全体の７４％を

占めている。

令和７年の少年非行の件数

は大幅に増加している。


